
「群集墳の成立とその背景」

　古墳時代後期 （６世紀） になると、 府内各地で横穴式石室をもつ

古墳が数多く築かれ、 その中でも、 群集墳と呼ばれる古墳群には、

直径 10ｍ前後の小さな墳丘をもつ古墳が多数密集して築かれてい

ます。 特に亀岡市内には数多くの群集墳が存在します。

　今回のセミナーでは、 亀岡市内の群集墳の状況を紹介するととも

に古代国家成立に詳しい菱田哲郎氏をお招きし、 古墳時代後期に

これらの群集墳が成立した社会的背景を考える機会とします。
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